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本市は、四季折々に豊かな表情を醸し出す丹沢の
山々にいだかれた神奈川県唯一の盆地の都市です。
澄んだ風と清らかな水、心和ませる緑など自然に恵
まれた環境の中、本市では、都市像である「みどり
豊かな暮らしよい都市（まち）」の実現に向け、秦野
市総合計画「はだの2 0 1 0プラン」に基づいて、「水
と緑と心豊かな安全で活力のある秦野」を目指し、
すべての人にやさしいまちづくりを進めています。

2 1世紀に入り、今後ますます高齢者及び障害者人口の増加が予想され
る中、誰もが安心して社会参加でき、快適に暮らせる生活環境を確保す
ることが必要となります。そして、社会参加を支援するために、交通分
野における高齢者、障害者等の安全かつ円滑な移動を確保することが重
要な課題となっています。
そうした点から平成12年11月には、「交通バリアフリー法」が施行され、
わが国では初めて法的な拘束力に基づいた施設整備が実施されるように
なりました。
これを受けて本市では、市内小田急線４駅とその周辺道路、駅前広場、

信号機等について、重点的かつ一体的に交通バリアフリー化を進め、高
齢者、身体障害者等が公共交通機関を利用して移動する際の利便性及び
安全性の向上を促進させるために、その基礎となるべき事項として市民
との協働による「秦野市交通バリアフリー基本構想」を策定しました。
恵まれた自然環境の下で、高齢者から子どもまで、障害のある人もな

い人も、誰もが手を携えて、明るく生き生きと暮らしていける心の通い
合った「すべての人にやさしい交通環境づくり」の実現に向け、積極的
に取り組んでまいりますので、皆様の御理解と御協力を心からお願い申
し上げます。
本構想の策定にあたり、熱心な御指導、御協力を賜った斉藤 進産能大

学教授兼地域環境研究所長、御討議いただいた調整会議委員の皆様、貴
重な御意見、御提案をいただきました研究会参加者の方々など多くの市
民の皆様に心から厚くお礼申し上げます。

平成14年３月

「すべての人が安全かつ円滑に
移動できる環境づくり」に向けて
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1

基本構想策定の背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　

急速に進む高齢化とノーマライゼーション※１という理念が社会へ浸透してきたこ
とから、高齢者、身体障害者等が自立した日常生活や社会生活を営むことができ
る環境を整備することが急務となっていることを受け、平成12年11月に「高齢者、
身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律」（平
成12年法律第68号）いわゆる交通バリアフリー法が施行されました。
この法律は、公共交通機関の旅客施設、車両等の構造及び設備を改善するため
の措置、旅客施設を中心とした一定の地区における道路、駅前広場、通路その他
の施設の整備を推進するための措置、その他の措置を実施することにより、高齢
者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向上の促
進を図り、公共の福祉の増進に役立てることを目的にしています。
これにより、市町村は、自らが主体となって、バリアフリー※２化を推進する必要
が高いにもかかわらず十分に進んでいない駅等の旅客施設を中心とした地区につ
いて、その旅客施設から周辺に立地する公共施設、大規模店舗等に至るまでの移
動経路のバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進することになります。
これまで本市では、2 1世紀の本格的な高齢社会に向けて、歩道の切下げ、交差
点の改良などバリアフリー化に取り組み、秦野市総合計画「はだの2 0 1 0プラン」に
基づいて、すべての人にやさしいまちづくりを進めてきました。
しかし、こうした国の移動円滑化の促進に関する基本方針を踏まえ、更に一層
市内の交通バリアフリー※3化を促進するために、施策の総合的な実施に関する基本
的な考え方を示す「秦野市交通バリアフリー基本構想」を策定しました。
今後は、市民、事業者、行政等すべての人が協力して、連続性のある交通バリ
アフリー化に向け積極的に取り組み、本市の都市像「みどり豊かな暮らしよい都
市（まち）」の実現を目指します。

※1 「ノーマライゼーション」…障害者が自立した日常生活、社会生活を営むことができる環境を整備すること
により、障害者が障害のない者と同等に生活し、活動できる社会をつくること。

※2 「バリアフリー」…バリアは障壁、フリーは除去の意。障害者が社会生活を営む上で障壁となるものを取り
除くこと。もともとは段差の改善など施設等を整備する意味が強いが、広くは障害者の社会参加を困難にする
障害の除去（思いやり・気持ち）を含みます。（心のバリアフリー）

※3 「交通バリアフリー」…高齢者、身体障害者等が公共交通機関を利用する時に、円滑に移動できるようにす
ること。

第１章　基本構想の策定にあたって

第1章　基本構想の策定にあたって
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32

基本構想の位置付け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この基本構想は、交通バリアフリー法第６条の規定に定められた、市町村が国の
基本方針に基づき作成することができる「移動円滑化に係る事業の重点的かつ一
体的な推進に関する基本的な構想」です。
本市においては、この基本構想を秦野市総合計画「はだの2 0 1 0プラン」の個別
計画と位置付け、秦野市都市マスタープラン、秦野市高齢者保健福祉計画、秦野市
障害者福祉計画などの関連諸計画との整合を図りました。
なお、この基本構想における基本理念及び基本的な方針は、交通バリアフリー法
に位置付けられた対象地区だけではなく、市内全域において交通バリアフリー化
を推進するための基本的な考え方とするものです。

基本構想の目標年次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この基本構想の目標年次は、2010年（平成22年）とします。
しかし、関連する諸計画等の見直し、社会情勢の変化や地域の実態等を踏まえ、
必要な場合には見直すものとします。
また、交通バリアフリー化は永続的に取り組むべき課題でありますので、中長
期的視点に立ってバリアフリー化を推進する必要があると考えます。

第１章　基本構想の策定にあたって
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基本構想策定の方法と過程　　　　　　　　　　　　　　　　

この基本構想は、高齢者、身体障害者など市民の意見を反映することが重要で
あると考え、当事者の意見を取り入れるため「秦野市交通バリアフリー研究会」
を設置しました。
検討段階における当事者の意見反映という点で、研究会は、より多くの高齢者、
身体障害者の皆さんの意見を得るため、委員という形で固定せず、いつでも誰で
も参加できる市民に開かれた組織として発足させました。
この研究会では、高齢者、身体障害者、一般市民、高校生ボランティア等による
４駅周辺地区の現地点検（参加人数は約1 6 0名）を実施し、問題点、課題及び整
備方針等を話し合うなどのワークショップ※4方式により当事者である市民が基本構
想策定に直接参画し、素案の作成にあたりました。
また、研究会は、問題点や課題などを検討する段階で、「一人ひとりが発言しや
すい環境を整える」という考えから、公共交通事業者、道路管理者、神奈川県警
等により構成される調整会議と分けて設置したことに特徴があります。

学識経験者を顧問に迎え、公共交通事業者、道路管理者、神奈川県警、まちづ
くり協議会などにより構成される「秦野市交通バリアフリー基本構想策定調整会
議」を設置しました。
この調整会議では、研究会での提案などを受けて、４回の調整会議を開催し、
秦野市交通バリアフリー基本構想（案）を作成しました。

市として一貫した交通バリアフリー化を実現するため、庁内の関係課等で構成す
る「秦野市交通バリアフリー基本構想策定検討会」を設置しました。
この策定検討会では、研究会や調整会議での提案などを受けて、「秦野市交通バ
リアフリー基本構想」を策定しました。

54

秦野市交通バリアフリー研究会のようす

秦野市交通バリアフリー基本構想策定調整会議のようす

44

第１章　基本構想の策定にあたって

※4 「ワークショップ」…意見や技術の交換、紹介を行う研究会。

①　市民参加による基本構想素案の作成

②　調整会議による基本構想（案）の作成

③　策定検討会による基本構想の策定
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第2章　市勢の概要
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第2章　市勢の概要

位置と地勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本市は、神奈川県央の西部に位置し、市庁舎の所在地は東経1 3 9度1 3分2 4秒、北
緯35度22分17秒にあります。
市域は、東西約1 3 . 6キロメートル、南北約1 2 . 8キロメートルで、面積1 0 3 . 6 1平方キ
ロメートルです。市域の東部は伊勢原市、西部は松田町と大井町、南部は中井町
と平塚市、北部は山北町、清川村及び厚木市に接しています。
市の中心部は、東京駅から約6 0キロメートル、横浜駅から約3 7キロメートルの距
離にあり、旅客施設として小田急線４駅が存在しています。
北方にはいわゆる神奈川の屋根丹沢連峰がひかえ、南方には渋沢丘陵と呼ばれ
る台地が東西に走り、県下で唯一の典型的な盆地を形成しています。
市内を流れる河川の多くは、丹沢連峰のりょう線の合間から発しており、なか
でも塔ノ岳からの水無川、春嶽山からの金目川は、盆地に入って扇状地地帯を形
成し、これが今日の市街地となっています。
扇状地は、丹沢山地から搬出され堆積した砂礫層と、箱根火山等から飛来した
火山灰が基盤の上で互層構造を形成し、この層厚は深いところで2 0 0メートルと
推定されます。この砂礫層等に含まれる地下水は飲料水や工業用水に利用されて
います。また、これらの地下水は盆地内の各所で湧き出し、これが秦野盆地湧水
群として全国名水百選にも選ばれています。
気候は比較的温暖で、数多くの歴史的文化遺産を有し、「丹沢のみどりと名水の
里」として存在しています。

■秦野市の位置

総人口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本市の人口は、市制施行当時の昭和3 0年には約５万人でしたが、昭和5 0年には
約10万人、昭和63年には、約15万人になるなど、増加基調で推移してきました。
平成７年には1 6 4 , 7 2 2人、平成1 2年には1 6 8 , 1 4 2人（国勢調査確定値）となり、人
口の伸び率は近年鈍化傾向が見られるものの、全国の人口の伸びと比べ、２倍近
い伸びとなっています。
秦野市総合計画「はだの2 0 1 0プラン」第二期基本計画では、平成2 2年の人口規
模を総合計画基本構想に定める192,000人としています。
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首都圏における秦野市の位置 神奈川県における秦野市の位置
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高齢者、身体障害者をとりまく状況　　　　　　　　　　　　

（１）高齢者の状況
本市の老年人口※５は、平成1 2年１月１日現在2 0 , 9 0 9人（年齢別人口統計調査
結果）で、総人口に占める割合は1 2 . 4パーセントであり、全国平均、神奈川県の
平均を下回っています。しかし、総人口に占める割合、人口ともに増加の傾向
にあります。
今後、老年人口については、平均寿命の伸びにより増加し、平成2 2年には
3 2 , 9 0 0人程度に達し、年少人口※6の減少に伴う人口構造の高齢化が進むことで、
総人口に占める割合は、高齢社会といわれる1 4パーセントを上回る1 7 . 1パーセン
トになると見込まれます。

第2章　市勢の概要

33 （２）身体障害者の状況
本市の身体障害者※７は、平成1 2年４月１日現在3 , 1 8 7人で、総人口に占める割
合は約1.9パーセントです。（うち18歳以上は3,113人で、約1.9パーセントです。）
身体障害者数は、年々増加傾向にあり、特に高齢障害者や重度障害者が増加
しています。
今後は、人口の高齢化に伴い、この傾向が一段と強くなると予想され、総人
口に占める障害者の割合や障害者に占める高齢者の割合はますます高くなると
考えられます。

※５　「老年人口」…65歳以上の高齢者の人口。
※６　「年少人口」…０～14歳の人口。
※７　「身体障害者」…法律に定める等級に該当する身体上の障害があって、身体障害者手帳の交付を受けた人。

注）身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）においては、これらの人のうち18歳以上の人をいいます。



基本理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

近年、急速に高齢化が進展し、平成2 7年には国民の４人に１人が6 5歳以上の高
齢者となる本格的な高齢社会が到来すると予想されます。これは本市においても
例外でなく、本市の高齢化率は、全国や神奈川県全体の水準から見れば比較的低
い水準にあるものの、年々上昇傾向にあり高齢化が進みつつあります。
また、「ノーマライゼーション」という理念が社会へ浸透してきたことから、障
害者が障害のない者とともに活動し、サービスを受けることができるように配慮
することが強く求められています。
このため、高齢者、身体障害者等が自立した日常生活や社会生活を営むことが
できる環境を整備することが急務となっています。
さらに、これからの時代、まちづくりにおける交通バリアフリー化は、当然のこ
とであるという認識の下、市民、事業者、行政等すべての人が協力して積極的に
交通バリアフリー化に向け取り組む必要があります。
この秦野市交通バリアフリー基本構想では、市民、事業者、行政等すべての人が
協力して、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の利便性及び安
全性の向上を積極的に、そして連続性を確保しながら促進させることを目指し、
「すべての人にやさしい交通環境づくり」を基本理念とします。
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第3章　基本構想の基本的な考え方

1
すべての人にやさしい交通環境づくり



障害者も障害のない人もそして高齢者から子どもまで、すべての人が理解しあ
い、認めあい、困ったときにはお互いに助けあう心が大切であると考えます。
歩行者の安全かつ円滑な通行が確保されるよう、交通バリアフリー化への取組み
や実施状況等の広報に努め、情報の積極的な提供を図ることで高齢者、身体障害
者等に対する理解を深めます。
そして、お互いに思いやる心を育み、市民や商店等事業者などに対し、迷惑な
駐車・駐輪や商品等路上障害物をなくすよう改善への呼びかけを行い、手助け等
積極的な協力を得られるよう広報等の啓発活動を充実します。

障害者ばかりでなく高齢者も含めた社会福祉の「ノーマライゼーション」という
基本理念の下に、高齢者、障害者などすべての人が可能な限り同等に生活し活動
する「共に生きる社会」の実現を目指す必要があります。
2 1世紀の共生型の社会づくりには、ユニバーサルデザインの考え方※８が主流にな
ると考えられます。
ユニバーサルデザインとは、障害の有無や年齢、性別、国籍にかかわらず、誰も
が使いやすい施設、製品、環境等のデザインのことです。
整備にあたっては、誰にでも利用可能であるという視点から、利用における公
平性や柔軟性、利用方法の単純性、情報の認知性、失敗に対する許容範囲、利用
の効率化、利用しやすい空間と大きさなどに配慮します。

基本的な方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「すべての人にやさしい交通環境づくり」という基本理念を実現するため、次の
４つを基本的な方針とします。

高齢者や障害者等が安全かつ円滑に移動できるよう、地域の実情や利用状況等
を考慮し交通バリアフリー化を推進します。
特に市内小田急線４駅とその周辺道路、駅前広場、信号機等については整合性
をとりつつ、重点的かつ一体的に交通バリアフリーに配慮した連続性のある整備
を推進します。
ア　こう配や段差等を改善し、平坦な歩道の整備に努めます。
イ　視覚障害者誘導用ブロックの色や連続性に配慮した整備に努めます。
ウ　歩行者の安全かつ円滑な道路横断を確保するため、安全性への配慮を前提
に歩道と車道の段差を改善し、音響式、交通弱者用などを含めた信号機の設
置に努めます。

エ　踏切部は、路面の段差や凹凸などを改善し、安心して横断できるよう整備
に努めます。

オ　駅前広場は、施設の整備状況や区画整理などの事業計画を考慮し、利用し
やすい施設の充実、整備に努めます。

まちづくりには、「自分たちのまちは、自らの行動と責任によって創造する」と
いう視点から、市民や行政の意識改革が求められています。
交通バリアフリー化は、まさにまちづくりの一部であり、高齢者、身体障害者
等の当事者を含めた市民、事業者等の積極的な参加・協力を得たうえで、市民、
事業者、行政が目標、役割などを共有しながら推進する必要があります。
市民、事業者等が積極的に参加・協力を行い、そこで出された意見等を具体的
な計画に反映させることにより、交通バリアフリー化の実現を図ります。
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第3章　基本構想の基本的な考え方
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※８　「ユニバーサルデザインとバリアフリーとの違い」…バリアフリーは「もともとあったバリア（障壁）を取
り除くこと」に対し、ユニバーサルデザインは「最初からバリア（障壁）がない（取り除かれている）こと」。

①　暮らしやすいまちにするための交通バリアフリー化

②　協働による交通バリアフリー化

③　交通バリアフリー化に向け思いやりの心を育てる活動の充実

④　ユニバーサルデザインへの配慮
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第4章　重点整備地区の位置及び区域

特定旅客施設の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特定旅客施設とは、１日当たりの平均的な利用者数が5 , 0 0 0人以上であること又
は相当数の高齢者、身体障害者等の利用が見込まれることなどの要件に該当する
旅客施設です。
本市の公共交通体系は、鉄道では小田急小田原線で東西方向に結ばれています
が、各駅勢圏を半径１キロメートルと考えた場合、鉄道を徒歩で利用可能な地域
はわずかであり、地域の足となる公共交通はバスに依存しているのが現状です。
市内の小田急線４駅（秦野駅、鶴巻温泉駅、東海大学前駅、渋沢駅）は、交通
バリアフリー法の重点整備地区の中心となる特定旅客施設としての要件である１
日当たりの平均的な利用者数が5,000人以上の旅客施設です。

第4章　重点整備地区の位置及び区域

11

秦野駅駅舎

東海大学前駅駅舎

鶴巻温泉駅駅舎

渋沢駅駅舎
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第4章　重点整備地区の位置及び区域

重点整備地区の位置及び区域　　　　　　　　　　　　　　　

重点整備地区とは、特定旅客施設を中心として交通バリアフリー化に係る事業
を重点的かつ一体的に推進すべき地区です。
重点整備地区の位置は、特定旅客施設である小田急線４駅（秦野駅、鶴巻温泉
駅、東海大学前駅、渋沢駅）周辺地区とし、その区域は、小田急線４駅を中心と
した徒歩圏内（各駅からおおむね１キロメートル以内）を対象に、官公庁施設、
福祉施設及び大規模店舗等といった主要施設の分布状況や利用状況等を考慮し設
定しました。

（１）秦野駅周辺地区
秦野駅の南口駅前広場を含み北側の約0 . 5 1平方キロメートルの地区を重点整
備地区に指定します。
秦野駅周辺地区は、地形的な面や市街地の規模の面においても本市の中心と
なる市街地で、秦野駅北口から本町四ツ角周辺は中心商業地となっています。
また、市役所をはじめ各種の公共公益施設も充実しています。

【主要施設】秦野市役所、ＩＴ学習館、本町公民館、秦野警察署、郵便局、
なでしこ会館（秦野高年齢者職業相談室・秦野歯科休日診療所・
パートサテライトはだの）、病院、商業施設、金融機関など

22

秦野市役所

ペデストリアンデッキからみた秦野駅北口周辺



弘法の里湯

鶴巻温泉駅周辺

1918

第4章　重点整備地区の位置及び区域

（２）鶴巻温泉駅周辺地区及び東海大学前駅周辺地区
鶴巻温泉駅と東海大学前駅は、駅の間隔が約１キロメートルと近いため、両
駅周辺を県道6 1 2号及び6 1 3号で結ぶようにして約1 . 0 7平方キロメートルの地区
を重点整備地区に指定します。
この地区は市の最も東側に位置し、秦野盆地の外にある地区で、駅を中心と
した２つの駅勢圏はそれぞれ違う特徴を持っています。
鶴巻温泉駅周辺は、地域住民への商業等の機能を持った拠点であると同時に
温泉という地域特性をもち、温泉施設や介護療養型医療施設などがあります。
東海大学前駅は学生の利用が多く、駅周辺は地域の生活拠点であると同時に、
飲食や娯楽を通じた交流機能、文化機能が育つ可能性をもっています。

【主要施設】おおね公園、弘法の里湯、宮永岳彦記念美術館、公民館、
サンライフ秦野（秦野中高年労働者福祉センター）、郵便局、
病院、商業施設、金融機関など

サンライフ秦野（秦野中高年労働者福祉センター）

東海大学前駅周辺
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第4章　重点整備地区の位置及び区域

（３）渋沢駅周辺地区
渋沢駅南口の土地区画整理事業の区域を含み、約0 . 5 4平方キロメートルの地
区を重点整備地区に指定します。
渋沢駅周辺には、各種の商業・業務施設が立地しており市西部の生活拠点と
なっています。

【主要施設】公民館、郵便局、商業施設、金融機関など

ペデストリアンデッキからみた渋沢駅北口周辺

渋沢駅南口周辺

渋沢駅北口駅前広場
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第5章　交通バリアフリー化に関する重点整備路線

1

第5章　交通バリアフリー化に関する重点整備路線

1 特定経路

特定経路とは、重点整備地区内で、特定旅客施設から官公庁施設、福祉施設、
大規模店舗など、高齢者、身体障害者等が日常よく利用する施設までを結ぶ経路
です。
特定経路は、原則として2 0 1 0年までに「重点整備地区における移動円滑化のた
めに必要な道路の構造に関する基準」など主務省令等に定める基準に適合した整
備を実施することを前提に、次のことを考慮して設定しました。
①　特定旅客施設から主要施設までの移動経路
②　歩道の設置、整備の状況　
③　駅前整備事業など他の事業との整合性
④　高齢者、身体障害者などの意見の反映

県道614号（東海大学前駅周辺地区）市道８号線（鶴巻温泉駅周辺地区）

主要準特定経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主要準特定経路とは、本来であれば特定経路として位置付け、「重点整備地区に
おける移動円滑化のために必要な道路の構造に関する基準」など主務省令等に定
める基準に適合した整備を可能な限り進める路線ですが、現時点では、地域の実
情や地形的な状況などにより、2 0 1 0年までに歩道等の構造を基準に適合すること
が難しいと考えられる経路です。
従って、今後の見直しの際、関係路線の整備熟度の進捗状況に応じ特定経路に
変更していくものです。
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●県道704号【秦野橋北側交差点から大規模店舗（ジャスコ）まで】
県道705号【片町通り交差点から大規模店舗（はだの生鮮館）まで】
秦野駅北口から本町四ツ角周辺は本市の中心となる商業地であり、交通バリ
アフリー化の推進が求められる優先度の高い経路です。
沿道の商店や都市計画道路としての計画など地域の実情により、2 0 1 0年まで
という計画期間では、歩道幅員等の構造を基準へ適合することが困難であると
考えられますが、可能な限り交通バリアフリーに配慮した整備を推進します。
また、本町四ツ角周辺地区は、秦野市本町四ツ角周辺地区まちづくり促進協
議会を中心に、バリアフリー、都市景観、街の活性化、都市防災などの観点から、
21世紀にふさわしいまちづくりの実現に向け検討しています。

●県道612号【鶴巻温泉駅踏切北側から介護療養型医療施設(鶴巻温泉病院)まで】
県道6 1 2号の小田急線をはさんで北側には介護療養型医療施設が存在し、交通
バリアフリー化の推進が求められる優先度の高い経路です。
地形的な状況などにより、歩道等の構造を基準へ適合することが困難である
と考えられますが、可能な限り交通バリアフリーに配慮した整備を推進します。
また、鶴巻温泉駅周辺では、鶴巻温泉駅南口まちづくり協議会が中心となっ
て、住民主体であるまちづくりを考え、バリアフリーを含めまちの将来像につい
て検討しています。
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33 準特定経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

準特定経路とは、特定経路と同様な基準で選定していますが、2 0 1 0年までに
「重点整備地区における移動円滑化のために必要な道路の構造に関する基準」な
ど主務省令等に定める基準に適合した整備をすることが難しいと考えられるた
め、中長期的視点に立って交通バリアフリー化を推進しようとする経路です。
準特定経路に関しては、既存施設の改良などを前提に可能な限り交通バリアフ
リーに配慮した整備に努めます。

市道９号線（東海大学前駅周辺地区）市道64号線（鶴巻温泉駅周辺地区）
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第6章　実施すべき特定事業・その他の事業

1

重点整備地区内においては、次の「特定事業」を実施するとともに、あわせて
「その他の事業」についても積極的に推進します。
特定事業とは、駅舎及び車両に関する公共交通特定事業、道路に関する道路特
定事業、信号機の設置等に関する交通安全特定事業があります。

公共交通特定事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公共交通特定事業については、各公共交通事業者がこの基本構想に基づき公共
交通特定事業計画を作成し、駅舎、車両等の整備など鉄道及びバスに関するバリ
アフリー化を積極的に推進します。

（１）鉄道に関すること
市内各駅ごとの利用状況や施設の整備状況等を考慮し、駅舎、ホームなど施
設内の安全対策を充実させるとともに、駅構内における連続性を持った利用し
やすい施設の充実を図り、利用者が安全かつ円滑に利用できるようバリアフリー
に配慮した整備を推進します。

（２）バスに関すること
市内各駅におけるバス停留所では、利用状況や施設の整備状況等を考慮し、
利用者が安全かつ円滑に利用できるよう案内表示を改良するなどバリアフリー化
を推進します。
市内のバス系統については、地域特性や利用状況等を考慮し、低床化バス車
両の運行などバリアフリーに配慮します。
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（２）主要準特定経路に関する事業
重点整備地区内で主要準特定経路に位置付けられた経路においては、地域の
実情や地形的な状況等を考慮しながら、歩行者が安全かつ円滑に通行できるよ
うバリアフリーに配慮した整備を積極的に推進します。

県道704号（秦野駅周辺地区）

県道70５号（秦野駅周辺地区）

県道612号（鶴巻温泉駅周辺地区）

（３）準特定経路に関する事業
重点整備地区内で準特定経路に位置付けられた経路においては、地域の実情
や利用状況等を考慮し、歩道、交差点、バス停留所、踏切部などについて、歩
行者が安全かつ円滑に通行できるようバリアフリーに配慮した整備を積極的に
推進します。
また、土地区画整理事業等の区域内にある経路もバリアフリーに配慮した整
備を積極的に推進します。
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第7章　その他考慮すべき事項

第7章　その他考慮すべき事項

重点整備地区における重点的かつ一体的な交通バリアフリー化を図るため、都
市計画道路東海大学前駅真田線街路築造事業、渋沢駅周辺［南口工区］土地区画
整理事業、そして鶴巻温泉駅南口駅前広場の整備に関する事業などとあわせて、
交通バリアフリーに配慮した整備を推進します。

①都市計画道路東海大学前駅真田線街路築造事業
【事業主体】神奈川県
【計画概要】街路：延長300メートル

：幅員16.0メートル（歩道3.5メートル×2）
駅前広場面積：約5,700平方メートル

②秦野都市計画事業渋沢駅周辺［南口工区］土地区画整理事業
【事業主体】秦野市
【計画概要】駅前広場面積：約3,000平方メートル

③鶴巻温泉駅南口駅前広場の整備に関する事業について
【事業主体】秦野市

東海大学前駅南口駅前広場計画図

秦野都市計画事業渋沢駅周辺［南口工区］土地区画整理事業計画図



公共交通事業者、道路管理者及び神奈川県公安委員会等が基本構想に基づき特
定事業計画の作成、事業化を行うにあたっては、公共交通機関等を利用する当事
者である高齢者、身体障害者等をはじめとする市民の意見を十分に反映して事業
化を推進するように努めます。

交通バリアフリー化の実現のためには、各種の施策を総合的に推進していく必
要があります。
市は、各特定事業等の計画・実施にあたり、各事業主体が連携を強化し、この
基本構想の趣旨に添った整備が円滑に実施されるよう配慮に努めます。
また、この基本構想に基づく事業内容は、事業実施計画とその整備の進捗にあ
わせて、広報やインターネットなど多様な方法により、広く市民に公表します。
なお、事業の進捗状況等がこの基本構想と相違する場合や、社会状況などの変
化にあわせて、より効果的な事業を推進するよう必要な場合には市民参加の下に
見直しを行います。
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第8章　秦野市交通バリアフリー基本構想の推進に向けて

第8章　秦野市交通バリアフリー基本構想の推進に向けて

①　市民の意見を反映した事業化の推進

②　進行の管理推進

第9章　資料編

第9章　資料編

1 基本構想策定の進め方と検討経緯
2 現地点検の概要
3 策定検討会・調整会議・研究会設置要領
4 調整会議・研究会名簿
5 平成13年度小学生研究発表作品（抜粋）
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参考資料－1．基本構想策定の進め方と検討経緯
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参考資料－2．現地点検の概要

第9章　資料編

平成1 3年1 0月1 3日（土）と2 0日（土）の２日間にわたり、小田急小田原線４駅周辺の歩道、交差
点、信号機、バス停留所、駅舎、駅前広場などの状況について把握する現地点検を実施しました。
斉藤教授の指導の下、参加したのは、高齢者、身体障害者などの秦野市交通バリアフリー研究
会のメンバーと神奈川県立南が丘高等学校のボランティアなど総勢約1 6 0人で、４駅を中心に1 5
班に分け「駅から市役所への経路」、「駅から商店街へ」等のテーマに沿ってそれぞれの地域を
実際に歩きました。
参加者は、障害の内容による問題点の違いなどを相互に理解しながら、歩道や視覚障害者誘
導用ブロック、駅のエレベーター、エスカレーター、音響信号機の設置状況など、バリアとなり得
る場所の点検を実施し、バリアの内容や問題点、よかった点などをワークショップ方式で班ごと
に発表しました。
参加者からは、「歩道に段差があって歩きにくい」、「点字が読めない人のために音声案内があ
ればよい」、「店舗の商品や放置自転車が通行の障害になっている」などの問題点が指摘され、次
代の社会を担う高校生たちからは、自分自身が障害者や高齢者の視点でバリアを実感できたと
の感想が出ていました。
これらの結果は、秦野市交通バリアフリー基本構想を策定する基礎となっています。

鶴巻温泉駅周辺地区ワークショップのようす

秦野駅周辺地区ワークショップのようす渋沢駅周辺地区ワークショップのようす

歩道が車道方向に傾斜している
本町四ツ角周辺 歩道の真ん中に電柱出現

東海大学前駅周辺

通行に支障ある看板

交差点で…

歩道の傾きが通行の支障に

横断歩道を渡れない

横断歩道がない

乗降用スペースに自動車が

鶴巻温泉駅周辺　

鶴巻温泉駅のリフト

東海大学前駅周辺地区ワークショップのようす
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第9章　資料編

参考資料－3．策定検討会・調整会議・研究会設置要領　

秦野市交通バリアフリー基本構想策定検討会設置要領
（平成１３年６月１４日施行）
（平成１４年１月３０日改正）

（趣　　旨）
１　この要領は、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する
法律（平成１２年５月１７日法律第６８号）に基づく本市の交通のバリアフリー化の促進に関す
る施策の基本となる事項を定めるに当たり、秦野市交通バリアフリー基本構想策定検討会（以下
「策定検討会」という。）を設置し、その組織、運営等について必要な事項を定める。
（所掌事項）
２　策定検討会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）市内旅客施設及びその周辺のバリアフリー化の現状把握に関すること。
（２）重点整備地区の指定に関すること。
（３）重点整備地区の基本構想の策定に関すること。
（４）その他基本構想の策定のために必要な事項に関すること。
（組　　織）
３　策定検討会の構成員は、次に掲げる職にある者とする。
（１）高齢福祉課長
（２）障害福祉課長
（３）環境衛生課長
（４）建設管理課長
（５）道路整備課長
（６）道路安全課長
（７）国県事業対策室長
（８）都市整備課長
（９）区画整理推進室長
（10）渋沢駅南部区画整理事務所長
（座　　長）
４　策定検討会の座長は、道路安全課長をもって充てる。
５　座長は、会務を総理し、策定検討会を代表する。
（会　　議）
６　策定検討会は、必要に応じて座長が召集し、その議長となる。
（庶　　務）
７　策定検討会の庶務は、道路安全課において処理する。
（委　　任）
８　この要領に定めるもののほか、策定検討会の運営等について必要な事項は、座長が策定検討
会に諮って定める。
（施行日等）
９　この要領は、平成１３年６月１４日から施行し、秦野市交通バリアフリー基本構想が策定され
た後開催される策定検討会の日限り、その効力を失う。
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秦野市交通バリアフリー基本構想策定調整会議設置要領
（平成１３年８月２７日施行）

（趣　　旨）
１　この要領は、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する
法律（平成１２年５月１７日法律第６８号）に基づく秦野市交通バリアフリー基本構想を策定す
るに当たり、秦野市交通バリアフリー基本構想策定調整会議（以下「調整会議」という。）を設
置し、その組織、運営等について必要な事項を定める。
（所掌事項）

２　調整会議は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）重点整備地区における移動円滑化に関する基本的な方針について、意見、提案等を行うこと。
（２）実施すべき特定事業その他の事業に関する事項等に関すること。
（３）その他基本構想の策定のために必要な事項に関すること。
（組　　織）

３　調整会議は、別表に掲げる公共交通事業者、行政機関、まちづくり協議会等から選出された
者等で構成する。
（座　　長）
４　調整会議の座長は、委員の互選により定める。
５　座長は、会務を総理し、調整会議を代表する。
（会　　議）
６　調整会議は、必要に応じて座長が召集し、その議長となる。
７　調整会議は、必要に応じて委員以外の者に会議への出席を求め、その意見又は説明を聴くこ
とができる。
（顧　　問）
８　調整会議には、顧問を置くことができる。
９　顧問は、調整会議に出席し、調整会議の設置目的を達成するために必要な意見を述べること
ができる。
（庶　　務）
10 調整会議の庶務は、秦野市建設部道路安全課において処理する。
（委　　任）
1 1 この要領に定めるもののほか、調整会議の運営等について必要な事項は、座長が調整会議に
諮って定める。
（施行日等）

1 2 この要領は、平成１３年８月２７日から施行し、秦野市交通バリアフリー基本構想が策定され
たときは、その効力を失う。

１　公共交通事業者
（１）小田急電鉄株式会社
（２）神奈川中央交通株式会社
（３）株式会社湘南神奈交バス
２　道路管理者
（１）国土交通省関東地方整備局横浜国道工事事務所厚木出張所
（２）神奈川県平塚土木事務所
（３）秦野市
３　秦野警察署
４　秦野市本町四ツ角周辺地区まちづくり促進協議会
５　鶴巻温泉駅南口まちづくり協議会

秦野市交通バリアフリー研究会設置要領
（平成１３年９月１４日施行）

（趣　　旨）
１　この要領は、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する
法律（平成１２年５月１７日法律第６８号）に基づく秦野市交通バリアフリー基本構想を策定す
るに当たり、秦野市交通バリアフリー研究会（以下「研究会」という。）を設置し、その組織、
運営等について必要な事項を定める。
（所掌事項）
２　研究会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）市内旅客施設及びその周辺の移動経路のバリアフリー化についての現況把握等に関するこ
と。

（２）基本構想に関する意見、提案等を調整会議に提出すること。
（組　　織）
３　研究会の構成員は、次に掲げる者とする。
（１）学識経験者
（２）高齢者
（３）身体障害者
（４）その他ボランティア等
（座　　長）
４　研究会の座長は、学識経験者をもって充てる。
５　座長は、会務を総理し、研究会を代表する。
（会　　議）
６　研究会は、必要に応じて座長が召集し、その議長となる。
（庶　　務）
７　研究会の庶務は、秦野市建設部道路安全課において処理する。
（委　　任）

８　この要領に定めるもののほか、研究会の運営等について必要な事項は、座長が研究会に諮っ
て定める。
（施行日等）
９　この要領は、平成１３年９月１４日から施行し、秦野市交通バリアフリー基本構想が策定され
た後、その効力を失う。

別　表
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参考資料－4．調整会議・研究会名簿
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参考資料－5．平成13年度小学生研究発表作品（抜粋）

第9章　資料編

平成1 3年に秦野市立南が丘小学校３年生山田静生さんが「バリアフリー町のくふ
う」と題して市内のバリアフリーについて研究発表を行いました。その一部を紹介
します。
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